
  
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

湊 秋作 さん 

小学校教師をしながらのヤマネ研究
で京都大学から理学博士を取得。
紀伊半島南部で湿地保全・コウモリ
保全・環境教育を行い、その後、や
まねミュージアム館長、キープ協会環
境教育事業部部長、関西学院大
学教授、関西学院大学 SDGs・生
物多様性センター長を務め、現在、
八ヶ岳山麓にある一社）ヤマネ・いきもの研究所の代表理事。
天然記念物でかわいい「ヤマネ」や地域生態系を担っている「ふ
つうの生きもの」を研究し、守り、教育することで、未来の地球に
貢献することを目指している。生物多様性教育を児童から高校
生、企業人への展開中。

 

饗場 葉留果 さん 

(一社)アニマルパスウェイ研究会理
事。農学博士。2023年 9月日本環
境共生学会から「著述賞」取得。ヤマ
ネや身の回りにいる普通種生き物たち
の調査研究を通し、子供から企業人
までの教育活動や保全活動を行って
います。保全活動では、木の上に暮ら
す動物たちのためのつり橋のアニマルパ
スウェイの開発・普及事業に関わってい
ます。 
 

ESD と生物多様性 

2023 年、今年はどんな一年でしたか？ 

生物多様性のキーワードでは、ネイチャーポジティブ、 

30by30 などの話題も少しずつ広がっているところ。 

今回は、年末特別編。 

人と自然の共生の道を長年模索し続けている、 

ヤマネ・いきもの研究所の研究者お二人に 

この一年を語っていただきます。 

その後、人と自然の関係を切り口に、「今年どんな一年だった？」 

「来年どんな年にしたい？」をゆるりと語り合う企画です。 

肩ひじ張らないゆるりとした時間を年の瀬に楽しみましょう 

・司会よりゲスト紹介と趣旨説明 

・ゲストお二人へのインタビュー（この一年の振り返り） 

・後半は小グループに分かれてグループトーク 

・全体共有、クロージング 

ヤマネ・いきもの研究所の 
2023 年をふりかえる 

プログラム  

 
司会は、ESD-J 

理事の鳥屋尾が 

担当します！ 

 

■お問い合わせ： 
特定非営利活動法人持続可能な開発のための 
教育推進会議(ESD-J) 
TEL：03-5834-2061(月･木 10:00～18:00) 
E-mail：jimukyoku@esd-j.org 

■開催方法：Zoomによるオンライン方式 
■お申込みフォーム：  
https://forms.gle/GVUtysN1NaYaYfqc6 

QRコードはこちら→ 

ゲスト  

https://forms.gle/GVUtysN1NaYaYfqc6

